
国劇部と吉村昭
　2017（平成29）年は、学習院が神田錦町に開業して140

年、1947（昭和22）年に私立学校として再出発してから70

年という節目にあたります。1947年は学生の課外活動にとって

も画期となり、学習院輔仁会に新たな部や同好会が次 と々誕

生しました。そのひとつが同年6月設立の国劇研究会（48年

国劇部）です。昨年学習院アーカイブズに、創設メンバーだっ

た小山昭元（観翁・1929～2015）氏所蔵の国劇部資料が

寄贈されました。その中に収められている「国劇研究会会員

名簿　第一号」には、「会員番号15　吉村昭（文一）」の

名が記されています。

　作家吉村昭（1927～2006）は1947年に旧制学習院高等

科に入学後、肺結核のため就学困難となって胸郭成形手術

を受け、長期にわたる療養生活を強いられました。その間学

制改革で旧制高等科は1950（昭和25）年3月に廃止され、

吉村は新制学習院大学を再び受験し、同年4月文政学部政

治学科一年に入学しました。病の癒えた吉村は文芸部に入っ

て創作を始め、学習院大学短期大学部（現学習院女子大

学）から文芸部に参加した津村節子と出会ったことは、吉村

や津村の著作でも紹介されています。

　吉村は国劇部にも再び顔を出し、1951（昭和26）年撮

影と思われる写真に吉村（後列左から2番目）の姿がありま

す。また同年発行の国劇部四周年記念パンフレットに、吉村は

「尻切れトンボ」と題して次のように寄稿し、芝居好きの一面

とともに後年の活躍を予感させる観察眼をみせています。

　たしか、昭和十九年だつたかと思う。何でも、総合防空演
習とか云うのがあつた日のことで、途中二度ばかり待避させら
れて……全く芝居見物も楽じやあありませんでした。（略）何
しろ、羽左衛門を初めて観ようと云うんで、力んで舞台をにら
んでいました。愈々役者の出になつて、花道を一人の役者が
揚幕をはねて舞台の方へ進みます。「橘屋ツ」はゝあ、これ
が音に聞えし……そう思いまして、神経を集中致しましたが、
私は（あゝ、これやあ、彫刻だ）と思いました。それ程羽左の
後姿は、芸術的な彫刻が歩いているとしか思えない程、立派
なものでした。私もそれ以後、色々な役者を見て来ましたが、
羽左衛門に感じた彫刻的な美しさと云うものをあれ程強く感じ
たことはありません。

　国劇部資料を整理していると、課外活動をめいっぱい楽し

もうとする学生たちのバイタリティーを強く感じます。代々の学

生の熱い思いの蓄積が、自然とキャンパスの雰囲気を形成し

ていくのではないでしょうか。学生の活躍を示す資料を保存し

後代に伝えていくことは、学習院アーカイブズの大切な使命だ

と考えております（桑尾光太郎 学習院アーカイブズ職員）。

～ 学習院 ～
史資料からみる

　第26代学習院院長に就任以来「勢いのある学習院」
を目指すと繰り返し述べてきました。喜ばしいこと
に、大学では新設した国際社会科学部の勢いが他の
学部にも伝わり、志願者数は2年連続で増加しまし
た。選抜された優秀な新入生たちは、学習意欲、活動
意欲が旺盛な先輩の背中を見て活気付いていること
と思います。今後も学生を支援する施設、制度を整
えることで、社会や組織の中枢となる気概に満ちた
優秀な人材を輩出すべく邁進してまいります。そし
て、優秀な学生が集い、卒業後に社会で活躍する人
材を出す学校という認知が高まることで、また優秀
な受験生が集まるという好循環が形成されつつあり
ます。それを確固たるものとし、学習院の更なる発
展を促したいと考えています。
　日本は、人口の減少が進み超高齢社会となり、国
際情勢は厳しさを増すなど、先が見通しにくい時代
の只中にあります。だからこそ、現在では課題を発
見し解決する能力など、転換期にある時代に対応で
きる学生の育成が求められています。今後も学習院
が時代の要請に応える学校であるために、本院の普
遍的な良さである「学習院らしさ」を護持しつつ、さ
らに先、つまり現在在籍しているすべての園児、児
童、生徒や大学生が社会の中心となって活躍する10
年、20年、30年後の未来を見据えた教育機関として
の在り方を考えることが必要です。
　本院は10年後の2027年に創立150周年を迎えま
す。さらに「勢いのある学習院」として発展するため
に、5ヶ年の中期計画「学習院未来計画2021」を策定
いたしました。「学習院の歴史と時代の要請を踏まえ
た教育改革」、「学習院の総合力を発揮するための学
校間連携の強化」、「教育の質をたゆみなく向上させ
るための環境整備」という3つの目標を掲げ、多くの
プロジェクトを推進してまいります。皆様方のご理
解とご協力をお願い申し上げます。

創立 150 周年を視野に現在と
未来を見据えたプロジェクトを

From The Chancellor
院長室から

学習院院長 内藤 政武
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